
0

2026年度
ソーシャル・データサイエンス学部での
学びについて

オンデマンドガイダンス

このマークがある箇所はリンクを参照



Ⅰ．大学での学び方

基本的な大学での学び方をおさえます
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１年間の流れ
一橋大学は４学期制となっていて、「学年暦 」に沿って学修を進めます

2

春学期 夏学期

夏
期
集
中
講
義

秋学期 冬学期

夏
季
授
業
休
業

冬期
集中
講義

春季
授業休業

試
験

９
月
卒
業

３
月
卒
業

春夏科目

試
験

試
験

冬
季

授
業
休
業

春科目 夏科目 秋科目 冬科目

秋冬科目

通年科目

４ 5 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

＊集中講義：夏期と冬期の授業休業期間に短期集中で単位修得を目指す

試
験

https://www.hit-u.ac.jp/kyomu/calendar/index.html


開講形態
教育効果を考慮して授業の開講形態を決定します
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➢ 2026年度の授業は基本対面授業

➢ オンライン授業＊により修得した単位数を卒業要件として

算入できるのは60単位まで

＊Google Classroom等を利用して動画コンテンツを配信し、学生と教員で意見交換をして授業を進める

オンデマンド配信授業やZoomなどを利用してオンライン上でライブ配信を行うライブ配信授業、また対面

授業とオンライン授業を組み合わせた開講形態などがある

オンライン授業にあたるかは各科目のシラバスのトップページ「基本情報」の「開講形態」の項目で確認できる



授業時間

本学の授業は、105分を1時限とする（1日６時限まで）
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時限 時間

第１時限 ８：４５～１０：３０

第２時限 １０：４５～１２：３０

第３時限 １３：１５～１５：００

第４時限 １５：１５～１７：００

第５時限 １７：１０～１８：５５

第６時限 １９：４５～２１：３０

※第6限は原則としてライブ配信授業のみ実施



単位
履修登録した科目を学び、期末試験等に合格すると単位を修得できる
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➢総学修時間をもとに科目ごとに「単位数」が設定される（1単位…45時間）

➢科目ごとに修得できる単位数が定められている

➢評価方法は教場試験、レポート、平常点など科目により異なる
各科目のシラバス「成績評価の方法と基準」の項目を参照 入学前のシラバス確認はこちら から

105分授業 ×13回 ＋ 教場試験 ＝ 2単位2単位科目の場合の一例

例）＊週2回授業を春学期の7週間

＊週1回授業を春夏学期の13週間

https://syllabus.cels.hit-u.ac.jp/syllabus/


単位修得の流れ
自分で履修計画（時間割）を自分で作り、履修登録し、授業を受講

期末試験やレポート等で合格すれば単位を修得
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卒業までの流れ
前期課程から後期課程への進学を経て卒業となる
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➢ 1，2年次を前期課程、3，4年次を後期課程という

➢ 前期課程から後期課程に進むことを進学という

➢ 進学するためには【進学要件】を満たす必要がある

➢ 卒業するためには【卒業要件】を満たす必要がある

要件とは：決められた在学期間・指定された科目の単位修得など

1年次

２年次

３年次

4年次

前
期
課
程

後
期
課
程

入学

進学

卒業



進学要件
「学士課程ガイドブック」

（後日配布）の

「後期課程進学要件チェック

シート」を必ず確認
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卒業要件
「学士課程ガイドブック」

（後日配布）の

「卒業要件チェックシート」を

必ず確認
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履修計画
履修計画を立てるには「進学要件」「卒業要件」

を把握する必要がある
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４月2日（木）の

クラス別面接で配布予定の

「学士課程ガイドブック」をよく読むこと

履修に関して不明点があれば、教務課 教務係に
メールで問い合わせてください

✉ 教務課-教務係（教務担当） edu-km.g@ad.hit-u.ac.jp

mailto:edu-km.g@ad.hit-u.ac.jp


Ⅱ．ソーシャル・データサイエンス学部の学び

当学部の学びの特徴をおさえます
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ソーシャル・データサイエンス学部の学部教育
社会科学とデータサイエンスの「融合」により現代社会の課題解決を目指す
新たな学術領域 ⇒段階的に学修を深めることが非常に大切
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ソーシャル・データサイエンス学部科目一覧
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社会科学科目とデータサイエンス科目とその融合科目を段階を追って学ぶ



授業科目の区分

授業科目は全学共通教育科目と学部教育科目に分けられる
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➢ 全学共通教科目は主に外国語、数理・情報、運動文化、人文学の区分があり、全

学部の学生が履修する育科目群である

➢ 学部教育科目は各学部が開講する科目で、学部ごとに、導入、基礎、発展などの

区分を設定している

➢ 履修できる学部や学年などは、履修ルールで決められている



➢ 英語コミュニケーションスキル科目（PACEⅠ、Ⅱ）

1年次の春夏学期にPACEⅠ、秋冬学期にPACEⅡを履修／クラスは指定／どちらも進学要件

➢ 英語科目、その他外国語科目

レベル別／WEB抽選／グローバル教育ポートフォリオ／進学要件で6単位（卒業要件8単位以上）

➢ 数理・情報科目

「線形代数Ⅰ・Ⅱ」「微分積分Ⅰ・Ⅱ」「統計」「プログラミング基礎」「情報リテラシー」 「AI入門」は必須

／進学要件で８単位以上

全学共通教育科目
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他学部教育科目
本学では、他学部が開講する科目も受講が可能
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➢所属する学部以外の学部教育科目を他学部教育科目という

➢履修ルールで制限がない限り、他学部教育科目も履修可能
＊履修できる学部や学年に指定がある科目があるので注意

➢自学部以外の2学部以上にわたって他学部教育科目（共通ゼミナールを含む）

を６単位以上修得することは卒業要件
＊進学要件ではないので、卒業までの４年間で修得すればよい



学部教育科目の全体像
SDS学部の開講科目は導入⇒基礎⇒発展と学びを積み上げていく
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学部導入科目
1年次で履修 「SDS入門Ⅰ・Ⅱ」「社会科学入門（●●）」など
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ソーシャル・データサイエンス科目 社会科学科目 データサイエンス科目

・ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ

・ソーシャル・データサイエンス入門Ⅱ

・ソーシャル・データサイエンスの法と倫理

経営学・経済学系科目

・社会科学入門（経営学）＊奇数年開講

・社会科学入門（金融）＊奇数年開講

・社会科学入門（マーケティング）＊偶数年開講

・社会科学入門（会計学）＊偶数年開講

・社会科学入門（経済学）

法学・政治学・その他の社会科学系科目

・社会科学入門（法学）
・社会科学入門（社会学）
・社会科学入門（歴史学）

全学共通教育科目の

「数理・情報科目」群から

必修科目を指定



ソーシャル・
データサイエン
ス科目 社会科学科目

データサイエンス科目

統計学科目 情報・ＡＩ科目 プログラミング科目

経営学・経済学系科目

・経営戦略論とデータサイエンス

・マーケティングとデータサイエンス

・ファイナンスとデータサイエンス

・ミクロ経済学とデータサイエンス

・マクロ経済学とデータサイエンス

・回帰分析Ⅰ

・回帰分析Ⅱ

・因果推論

・数理統計学Ⅰ

・数理統計学Ⅱ

・公的統計

・実践的機械学習Ⅰ

・実践的機械学習Ⅱ

・ＡＩ（人工知能）

・ベイズ統計学Ⅰ

・プログラミングⅠ

・プログラミングⅡ

・アルゴリズム

・データ可視化

・データベース

・データハンドリング

法学・政治学・その他の社会科学系科目

・行政法とデータサイエンス

・政治学とデータサイエンス

・国際政治とデータサイエンス

・心理学とデータサイエンス

学部基礎科目
2年次から履修可／社会科学科目『●●とデータサイエンス』と３分野のデータサイエンス科目
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ソーシャル・
データサイエ
ンス科目

社会科学科目 データサイエンス科目

統計学科目 情報・ＡＩ科目 プログラミング科目

ビジネス・イノベーション分析科目

・データに基づく経営意思決定

・技術経営論

・マーケティングサイエンス

・先端情報システム論

・空間・不動産データ分析

・金融市場データ分析

・多変量解析

・ノンパラメトリック分析

・質的データ分析

・時系列分析

・ベイズ統計学Ⅱ

・認知科学

・機械学習理論

・自然言語処理

・情報・サイバーセキュリティ

・画像処理

・応用人工知能

社会課題解決科目

・エビデンスに基づく科学技術政策

・長期経済統計と日本経済のデータ分析

・計量政治学

・医療データ分析

・持続的発展のためのデータ分析

学部発展科目
学部発展科目群は3年次以上が履修できる（大学院生も履修可）
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3年次以上配当のその他学部教育科目
後期進学後から履修が可能 履修登録の方法はアナウンスがあるので注意が必要

21

➢ PBL演習A～F（選択必修・４単位以上が卒業要件）

➢ 主ゼミナール（必修・卒業要件）

＊主ゼミの教員の下で卒業論文を執筆する（論文の合格が卒業要件）

SDS学部では「共通ゼミナール」を主ゼミにすることはできない

➢ 副ゼミナール

＊主ゼミに加えて副ゼミナールを履修することができる



進学要件・
卒業要件の
まとめ

進学要件、

卒業要件を見据え

履修計画を

たてる必要がある
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※右図は抜粋し再構成しているため、
詳細は必ず「学士課程ガイドブック」
で確認すること

進学 卒業

英語コミュニケーションスキル科目 8 8 「PACEⅠ」「PACEⅡ」

外国語科目
（英語・第二外国語（英語以外の初修外国語）

6 8 語学科目

数理・情報科目 8 16
「線形代数Ⅰ・Ⅱ」「微分積分Ⅰ・Ⅱ」「統計」「プログラミン
グ基礎」「情報リテラシー」「AI入門」

他学部科目 他学部教育科目 6
自学部以外の2学部以上6単位
※共通ゼミナール含む

学部導入科目 14 14

「ソーシャル・データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」「ソーシャル・
データサイエンスの法と倫理」
上記以外の学部導入科目8科目のうち4科目（8単位）　「経営学・経済学系科

目」「法学・政治学・その他の社会科学系科目」の両方で各2単位以上

学部基礎科目 6 10

・2年次末までに「回帰分析Ⅰ」「実践的機械学習Ⅰ」「プロ
グラミングⅠ」
・卒業までに学部基礎科目の社会科学科目のうち2科目修
得（各分野2単位以上）

学部発展科目 6
卒業までに「ビジネス・イノベーション分析科目」「社会課題
解決科目」「統計学科目、情報・AI科目又はプログラミング
科目」のすべてで各2単位以上

その他学部科目 20 自学部の開講科目から修得

PBL演習 4 「PBL演習A～F」のうち２科目

主ゼミナール 8 主ゼミナールとしての自学部ゼミナール

自由選択 12 24 その他単位修得した科目を算入

54 124 その他条件あり　＊進学／卒業チェックシート参照

全学共通
教育科目

学部教育
科目

進学・卒業に必要な単位数

必要な単位数
具体的な科目の情報部門 卒業・進学要件区分



履修モデル
ゴールイメージにつながるように履修する科目を決めていくことが大切
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➢ 単位修得の方法は科目ごとに異なる（シラバスを参照すること）

➢ 教場試験、オンライン試験、レポート、平常点などの評価方法がある

➢ 試験は学年暦で定められた期間に、各科目指定の方法で行う

➢ 中間試験、レポートなどが課される場合もある

➢ 学年暦で定められた成績発表日に成績発表が行われる（教務システム上と成績証明書）

➢ 各科目の成績はA⁺・A・B・C・Fの5段階評価

「 A⁺・A・B・C 」は合格、「Ｆ」は不合格

➢ ただし一部の授業科目は、Ｅ・Ｆの2段階評価

「Ｅ」 は合格 、「Ｆ」 は不合格

成績

試験



GPA制度 GPA＝Grade Point Average
個々の学生の学習到達度をはかる指標となる数値
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➢ 5段階成績評価による履修した科目の成績を点数化し
1単位あたりの成績平均点を求めたもの

➢ A+ ＝4.3 A＝４ B＝3 C＝２ F＝0として算出

＊GPAに算入されない科目もある

＊奨学金、留学制度などでGPA数値が用いられる（一定以上のGPAが必要となる場合がある）

学士課程GPA制度に関する要項 参照

https://www.hit-u.ac.jp/kyomu/info/pdf/20230401_bachelor_gpa.pdf


Ⅲ．履修計画と履修登録

自分で時間割を作り、必要な履修の手続きを行います
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CELS（セルズ）
履修計画のためのシラバス確認、履修登録手続きには学務情報システムCELSを使う
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CELS

自動登録 WEB抽選 履修登録

学生が登録大学が登録

抽選に申し込み、当選すると登録される

＊手続期間が決められている

＊履修登録がないと科目を受講できない



CELS(セルズ）でできること
学務に関する様々な情報や手続きはCELSを使用（入学後付与されるアカウントでログイン）
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➢ 各科目のシラバス（講義概要）検索・閲覧

➢ 履修登録、WEB抽選申込

➢ 教室、休講、補講などの授業情報

➢ 教場試験情報

➢ 成績照会

➢ 各種資料のダウンロード 他
CELS スマートフォン版画面イメージ

セルズ:Campus Education Learning System

https://cels.hit-u.ac.jp/

教務課のガイダンス も確認のこと

https://cels.hit-u.ac.jp/
https://www.hit-u.ac.jp/kyomu/newstudents/index.html


第1回のWEB抽選期間は4 月3 日(金) 9：00 ～ 4 日(土) 17：00

履修登録の流れ
自分で時間割を作成し、定められた期間に「CELS」で受講する科目を履修登録
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抽選① 履修登録

WEB
抽選②

自
動
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録

➢WEB抽選科目（進学要件となる「外国語科目」「社会科学入門」は抽選科目となっているものが

あるので注意）は決められた期間に申込手続きを行うこと

➢コマの重複やCAP（キャップ）に注意すること

➢秋冬学期の履修見通しをもって時間割を作ること

授
業
開
始

履
修
撤
回
期
間

シ
ラ
バ
ス
の
精
読

履
修
条
件
の
確
認

時
間
割
の
作
成

！

＊SDS必修科目はあらかじめ履修登録されています。



CAP（キャップ）
各学期および１年間に登録できる単位数は上限が決められている
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➢１年間の履修登録単位数の上限は44単位

➢各学期の履修登録単位数の上限は14単位

＊CAPの除外となる科目がある（学士課程ガイドブック参照）

＊累積GPAが3.8を超える学生は年間の単位上限が48単位、学期上限が16単位



時間割作成～履修登録のまとめ
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あらかじめ履修登録されている科目
（PACE,SDS必修科目など）

＊履修登録作業は不要

WEB抽選に申し込み、当選すると
自動的に履修登録される

（WEB抽選科目）

空いているコマ（曜日時限）
かつ

履修制限等がない科目
を履修登録

①

②

③
自分で

履修登録期間
に登録

WEB抽選科目は
指定期間に

自分で申し込み

予め自動的
に指定コマ
に登録済

シラバスや
学士課程
ガイドブッ
クを検討



Ⅳ．学びを支えるツール、システム

大学での学びでは様々なツールを使用します 情報収集が重要
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学修に必要なツール
情報提供や学習の補助ツールは多岐にわたるので、主体的に確認すること

33

履
修
登
録

授業
試験

レポート

学務情報システムCELS（セルズ）

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵｼｽﾃﾑ
ｍanaba（マナバ）

Google
Classroom

学士課程
ガイドブック

大学ウェブサイト
「在学生の方へ」

一橋認証ID

ログイン

履修ルール

学年暦、
教務課からのお知らせ

シラバス・履修登録・成績確認他・・・

授業資料・出席登録・レポート提出オンデマンド授業

SDS
ウェブサイト

SDS
Google

Workspace 

連絡

大学Gmail

SDSのお知らせ

SDS Slack



■学士課程ガイドブック

履修ルールや規則、手続きなどをまとめて

掲載している冊子

関連する箇所は精読すること
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■大学Webサイト在学生の方へ

教務課からの連絡・学年暦の確認

https://www.hit-u.ac.jp/students/index.html

https://www.hit-u.ac.jp/students/index.html


■学務情報システム CELS

シラバス検索・閲覧、履修登録、期末試験、

成績確認など授業にかかわる情報を確認した

り、手続きをする学修システム。

休講情報やお知らせの掲示、

教務資料のダウンロードも可能

https://cels.hit-u.ac.jp/
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大学ウェブサイト
にあるバナーからログイン

入学後付与される
一橋IDでログインします

https://cels.hit-u.ac.jp/


一橋認証IDをはじめ、大学の情報環境利用の詳細は、

「情報環境利用案内」 を確認してください

■一橋認証ID
IDは本学の各種情報システムの利用（ログインなど）に

必要（在学中使用する）

初期パスワードは変更し、その後は自身で管理すること

36

https://cio.hit-u.ac.jp/ISMH/ict_guide

■大学Gmail

研究教育の目的で「@g.hit-u.ac.jp」のメールアドレスとメールシステム（Gmail）を利用できる 大学からの
連絡があるのでこまめにチェックすること

初期設定についてはこちら を参照 情報基盤センター「システムの利用について」 https://cc.hit-u.ac.jp/gsuite

■1284Wireless（無線LAN）
大学内に無線LANを使用できる場所を提供 一橋認証IDで設定

初期設定についてはこちら を参照

＊4月の「クラス別面接」で交付される通知書（はがき）
でユーザーIDとパスワードが通知される

Office アプリケーションの最新版(Word, Excel, PowerPoint)のインストールが可能
初期設定についてはこちら を参照

■ Microsoft 365 Apps for enterprise (Office 365)

入学後一橋IDが付与され
てから設定します

https://cio.hit-u.ac.jp/ISMH/ict_guide
https://cio.hit-u.ac.jp/ISMH/ict_guide
https://cc.hit-u.ac.jp/gsuite
https://1284w.cc.hit-u.ac.jp/wlan
https://cio.hit-u.ac.jp/ISMH/ms365


■ポートフォリオシステムmanaba

履修中の科目において、出席確認、資料のダウ

ンロード、レポート提出などを行うクラウド型

教育支援サービス

https://manaba.hit-u.ac.jp/
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■Google Classroom

履修登録したオンライン（授業）科目等の動画

コンテンツの視聴や資料の確認が可能

入学後付与される
一橋IDでログインします

https://manaba.hit-u.ac.jp/


■SDS学部・研究科Slack

38

SDSのニュース、教員の研究などの情報発信

https://www.sds.hit-u.ac.jp/

■SDS ウェブサイト

■SDS Google Workspace

SDS 学部内のデータ共有や一部のWeb サービス にて利用する Google アカウント

＊SDSから独自のGoogleアカウントを付与

SDS生と教員、職員で使うコミュニケーションアプリ

＊SDSアカウントのGmailで招待

＊自己紹介，学術イベントやインターンの告知、

親睦会や一橋祭、勉強会についての議論などに使用

入学後付与される
SDSアカウントでログインします

https://www.sds.hit-u.ac.jp/


Ⅳ．学生生活と支援

大学生活をささえる仕組みや制度があります
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海外留学制度
外国の大学への留学・研修は他学部生と

同様に利用可能

＊単位修得の算入ルールについては、プログラムごとに異なるので、

都度確認すること

教務課 留学支援係（派遣担当／短期留学担当）

40

国際教育交流センターの「海外留学を希望する方へ」 ページを参照

https://international.hit-u.ac.jp/abroad/


SDS生が該当しない制度
以下の制度については、SDS学部生は対象外のため利用できません
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・一橋大学グローバル・リーダーズ育成事業（グローバル・リーダーズ・プログラム）

・学部・大学院修士課程5年一貫教育プログラム

・国内単位互換制度（四大学未来共創連合等、指定大学との交流単位互換）

・転学部

※教員免許状の授与資格

社会学部、経済学部の教職課程を他学部受講として履修することは不可能ではないが、多くのCAPを使うため、現実的には困難。



奨学金制度
各種経済支援（貸与型／給付型）あり 募集内容や手続きを確認のこと

詳細はこちら から 申込窓口：学生支援課 奨学事業係

42

【主なもの】

・高等教育の修学支援新制度（給付奨学金と入学料・授業料免除）

・日本学生支援機構（JASSO）の貸与奨学金

・一橋大学学内奨学金、民間奨学団体・地方公共団体の奨学金など

・授業料免除・徴収猶予

・一時金貸付制度

https://www.hit-u.ac.jp/shien/campuslife/scholarship.html


相談窓口
大学ウェブサイト「在学生の方へ 」に各種リンクあり
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https://www.hit-u.ac.jp/students/index.html

履修・試験・進級

留学

教務課 教務係（教務担当）

教務課 留学支援係

学生証 証明書

教務課 教務係（学務担当）

課外活動 忘れ物

奨学金

学生支援課 学生サービス係

学生支援課 奨学事業係

アルバイト
学生寮

学生支援課学生生活係、宿舎管理係

就職活動

相談全般

キャリア支援室

学生相談室

健康相談

保健センター

学習に関する相談全般
edu-km.g@ad.hit-u.ac.jp

https://www.hit-u.ac.jp/students/index.html
https://www.hit-u.ac.jp/students/index.html
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西キャンパス
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東キャンパス
東本館

東1号館

国際研究館

東2号館

SDS事務室
（１階）

授業の教室

教員の研究室
（１～２階）

教員の研究室
（１～２階）



2026年度SDS学部ガイダンスのご案内

日時：2026年４月1日（水） 14：00～15：30
東キャンパス 東２号館 3階 2301番教室

＊13:20～受付開始 13:50までに受付を完了し、着席してください

＊ボールペン、水性ペンなどを含む筆記用具を必ず持参してください

・実際の履修計画（時間割作成）のポイント
・進学要件の押さえ方
・3年次から始まるゼミナールやPBL演習の
概要と手続きの流れ

・学生生活の注意点
などをより具体的に説明します。

必ず出席してください


